
当て推量があると上下法が追う強さは下へずれ、1 回で下げる規則は 2
択で集まる点を持たない
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要旨

上下法は、答えが正しければ刺激を弱め、誤れば強めて、決まった正答の割合の点を追う。本稿は、論文935

の観察者に当て推量を入れ、2 択と 4 択の課題で、1・2・3 回続けて正しければ下げる規則が集まる点を、式と

乱数の観察者で出す。新しい定理も法則も主張しない。 第一に、当て推量があると、同じ規則が追う強さは下
へずれる。2 回で下げる規則の目標の点は、はい・いいえの課題で 、2 択で  で、

違う。乱数の観察者は  と  に集まった（第2節）。 第二に、1 回で下げる規則は、2 択では目

標の点を持たない。目標の正答  は 2 択の当て推量の床と同じで、刺激をどこまで弱めても届いてしまう。

乱数の観察者は  まで下がり、後半の正答の割合は  だった（第2節）。 第三に、集まらない
規則は、試行を増やすほど位置がばらける。2 択で 1 回で下げる規則は、試行を  から  にすると終わり

の位置のばらつきが  倍になり、2 回で下げる規則は  倍にとどまった（第3節）。 第四に、床

が低い 4 択では、1 回で下げる規則にも目標の点がある。4 択（当て推量 ）では 1・2・3 回で下げる規則の
目標の点が ・ ・  で、乱数の観察者は ・ ・  に集まっ

た。目標のある八つの組すべてで、後半の正答の割合は目標と  以内だった（第2節）。 第五に、分離子

は、正答の割合の床が規則の目標より上か下かである。床が目標より下なら、規則は床の分だけ下がった強さ

に集まる。床が目標と同じかそれより上なら、集まる点は無く、刺激は弱い側をさまよう（第4節）。 キーワー
ド：上下法、当て推量、強制選択、心理測定関数、正答の割合、乱数の観察者。
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本稿の射程（射程注記）：新しい定理も法則も主張しない。上下法とその変形、選ぶ課題で正答の割合が当て推量
の割合から始まること、k 回で下げる規則が正答の割合  の  乗根を追うことは、いずれも既知である。論文
935 の模型である。観察者は、強さ  で正しく答える割合が当て推量  と標準正規分布の累積の混ぜ合わせにな
る模型で、疲れ・慣れ・見落としは入れない。規則の良し悪しを言わない。推定の効率、試行の数の選び方、ど
の規則を使うべきかは扱わない。極限を主張しない。集まらない規則のばらつきは  試行までの実測で、試
行を限りなく増やしたときの振る舞いは主張しない。既刊との関係：論文935 の射程注記は、実際の知覚を扱わ
ず、当て推量のある選択課題や、疲れ・慣れは入れないと書いた。本稿はそのうち当て推量のある選択課題の席
に座る（先客なし）。論文935 は、上下法が追う割合は下げる規則が選び、非対称な規則では集まる点が歩幅に比
例して上にずれることを示した。ここでは同じ規則でも、当て推量の床があると追う強さが下がり、床が目標に
届くと集まる点そのものが無くなることを数える。加えたのは、はい・いいえ・2 択・4 択で三つの規則の目標の
点を式で出したこと、乱数の観察者で集まった点と正答の割合を確かめたこと、集まらない規則のばらつきが試
行とともに広がることを示したこと、分離子を「正答の割合の床が規則の目標より上か下か」に置いたことであ
る。

1. 記法と問い

観察者：刺激の強さ  で正しく答える割合を次のように置く。  は当て推量の割合で、はい・いいえの課題
（論文935）は 、2 択は 、4 択は  である。

規則：  回続けて正しければ  を歩幅  だけ下げ、一度でも誤れば上げる。この規則は正答の割合  の点
に集まるので、目標の強さは  を解いた  である。  なら解は無い。

乱数の観察者：論文935 と同じく、開始 ・歩幅 ・  回×  試行で、後半  試行の位置を平均した。

問い：当て推量がある課題で、同じ規則はどこに集まり、集まらないのはどんなときか。

2. 集まる点

計算 2.1：目標の点と、乱数の観察者の集まった点（括弧は標準誤差）と後半の正答の割合。



課題・規則 目標の正答 目標の点 集まった点 正答の割合

はい・いいえ・1 回 （ ）

はい・いいえ・2 回 （ ）

はい・いいえ・3 回 （ ）

2 択・1 回 無し （ ）

2 択・2 回 （ ）

2 択・3 回 （ ）

4 択・1 回 （ ）

4 択・2 回 （ ）

4 択・3 回 （ ）

目標のある八つの組すべてで、集まった点は目標と歩幅の  以内、後半の正答の割合は目標と  以内だ
った。2 回で下げる規則の目標の点は、はい・いいえと 2 択で  違う。

観察 2.2

当て推量の床の分だけ、同じ規則が追う強さは下がる。2 回で下げる規則はどの課題でも正答の割合
 を追うが、2 択では床  があるので、それに届く強さは  まで下がった。2 択の 1

回で下げる規則は、目標  が床と同じで、乱数の観察者は  まで下がっても正答の割合は
 だった。

3. 集まらない規則のばらつき

計算 3.1：2 択で、  回ずつの終わりの位置。



規則・試行 位置の平均 ばらつき（標準偏差） 試行 4 倍でのばらつきの比

1 回で下げ・

1 回で下げ・

2 回で下げ・

2 回で下げ・

観察 3.2

集まらない規則は、試行を増やすほど位置がばらける。2 回で下げる規則は、試行を  倍にしても位置
の平均もばらつきもほとんど変わらなかった。1 回で下げる規則は位置の平均が  から

 へ下がり続け、ばらつきは  倍に広がった。弱い側では正答の割合が床の  に近く
（  試行の後半で ）、下げる一歩と上げる一歩の起こりやすさの差が小さい。

4. 分離子

観察 4.1

分離子は、正答の割合の床が規則の目標より上か下かである。規則が選ぶのは正答の割合で、刺激の強
さではない。床が目標より下なら、その割合に届く強さが一つあり、規則は床の分だけ下がったそこに
集まる。床が目標と同じなら、どこまで弱めても割合は目標から離れず、集まる点は無くなった。4 択
の床  は目標  より下なので、1 回で下げる規則にも  の目標があった。

観察 4.2

言わないこと。実在の知覚、疲れ・慣れ・見落とし、推定の効率、どの規則を使うべきか、試行を限り
なく増やしたときの振る舞いは扱わない。示したのは、当て推量の床が同じ規則の追う強さを下げ、床
が目標に届くと集まる点が無くなることである。

5. 点呼と結び

1. 当て推量のある正答の割合と規則の目標（第1節）：  を解く。



2. 2 択・2 回で （計算 2.1）：はい・いいえより  下。

3. 2 択・1 回は目標無し（計算 2.1）：  まで下がる。

4. ばらつきが試行 4 倍で  倍（計算 3.1）：集まらない。

5. 4 択には 1 回の目標  がある（計算 2.1）：床が低い。

6. 床が目標より上か下か（観察 4.1）：分離子・論文935 の射程注記。

結び：当て推量があると上下法が追う強さは下へずれ、1 回で下げる規則は 2 択で集まる点を持たない。2 回で
下げる規則の目標の点は、はい・いいえで 、2 択で  で、乱数の観察者もそこに集まった。2

択の 1 回で下げる規則は目標が床と重なり、試行を  倍にすると位置のばらつきが  倍に広がった。床
の低い 4 択では、1 回で下げる規則にも目標の点があった。分離子は、正答の割合の床が規則の目標より上か
下かである。既刊との位置：論文935 が「割合は規則が選ぶ」と示した上下法に、論文935 が入れなかった当て
推量の床を入れた。正直に言えば、どの規則を使うべきかは言わない。床と目標の位置で、規則が集まるか、
どこに集まるか、そこまでである。
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